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東 武 鉄 道 株 式 会 社 

 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、日光・鬼怒川地区におけるＳＬ「大樹」（Ｃ１１形２０７号機）

の２０１７年８月１０日（木）運転開始に向けて準備を進めていますが、ＳＬの車内では、乗務するＳＬ観

光アテンダントが手作りの観光案内やグルメ情報などで、地域の魅力を発信します。 

ＳＬ「大樹」には、日光市観光協会に業務を委託して、地元日光市在住のスタッフを中心に、ＳＬの客車

１両に１名のＳＬ観光アテンダントが乗務し、お客さまのお出迎え・お見送りに加え、ＳＬ観光アテンダン

トそれぞれの個性を活かした「おもてなし」でお客さまの旅を盛り上げます。ＳＬ観光アテンダントが日光

市内を見てまわりながら企画した各種案内物を中心に、楽しさの伝わる観光ＰＲを実施したり、日光市内の

グルメを、お客さまの好みに応じてご提案するなど、各客車でＳＬ観光アテンダントが「地域の魅力」を伝

え、お客さまと地域を結ぶ役割を担っていきます。 

また、ＳＬ「大樹」では、２０１７年８月１０日（木）の運転開始日より、各列車（ＳＬ「大樹」１号～

６号）に乗車いただいた「証」として、ＳＬ観光アテンダントが列車ごとに異なる「ＳＬ「大樹」３Ｄ記念

乗車証」を車内で配付します。 

さらに、２０１７年８月１０日（木）～２０１８年８月９日（木）の期間には、ＳＬ「大樹」の運転開始

を記念し、異なるＳＬ列車（ＳＬ「大樹」１号～６号）の記念乗車証を集める「ＳＬ「大樹」完全乗車キャ

ンペーン」を実施し、異なる記念乗車証を複数集めていただくと、枚数に応じてＳＬ「大樹」のオリジナル

グッズをプレゼントします。これは同ＳＬが運転日に東武鬼怒川線 下今市駅～鬼怒川温泉駅を１日３往復す

ることから、それぞれの時間帯ごとに異なる日光の山並みや沿線の風景を楽しんでいただくことを目的とし

ています。 

この他、ＳＬ「大樹」の車内では、オリジナルグッズやアイス等の販売を行います。また、ＳＬ「大樹」

の車内での思い出を記念にしていただけるよう、専門のカメラマンによる記念写真撮影販売を行います。 

ＳＬ「大樹」の車内以外でも、下今市駅構内には、ＳＬを間近で見学できる「転車台広場」や、東武線に

ゆかりのあるＳＬの写真のほか、ＳＬの動く仕組みをわかりやすくイラスト等で紹介している「ＳＬ展示館」

を７月２３日（日）にオープンします。また、７月１５日（土）には下今市駅のホームに昭和レトロ感のあ

る売店がオープンし、駅弁等を販売しています。ＳＬ「大樹」への乗車はもちろん、乗車前後もワクワク楽

しんでいただけるよう、様々な魅力でお客さまをお迎えします。東武鉄道で約半世紀ぶりに復活するＳＬへ、

ぜひご乗車ください。詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＬ「大樹」の車内では、ＳＬ観光アテンダントが地域の魅力を発信！ 

～手作りの観光案内やグルメ情報などでお客さまを「おもてなし」します～ 

※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ０３－５９６２－０１０２ 

 

△ＳＬ「大樹」 

８月１０日（木）から、いよいよＳＬ「大樹」が鬼怒川線で運転開始！ 

ロゴマークをヘッドマーク 

ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ 

△ＳＬ観光アテンダント 



＜別 紙＞ 

１ ＳＬ観光アテンダントについて 

 ＳＬ観光アテンダントは、日光市観光協会に業務を委託して、地元日光市在住のスタッフを中心に、ＳＬ

「大樹」の客車１両に１名が乗務し、お客さまのお出迎え・お見送りに加え、ＳＬ観光アテンダントそれぞ

れの個性を活かした「おもてなし」を行います。ＳＬ復活運転の目的の一つである「日光・鬼怒川地区の活

性化」を実現していくには、それに携わる一人ひとりの手による地域の魅力発信がその源泉であると考え、

新鮮でこだわりのある情報をお届けしていきます。ＳＬ観光アテンダントのそれぞれの個性を活かした取り

組みとして、ＳＬ観光アテンダントが日光市内を見てまわりながら企画した各種案内物を中心に、楽しさの

伝わる観光ＰＲを実施したり、日光市内のグルメを、お客さまの好みに応じてご提案するなど、各客車でＳ

Ｌ観光アテンダントが「地域の魅力」を伝え、お客さまと地域を結ぶ役割を担っていきます。 

 

２ ＳＬ「大樹」３Ｄ記念乗車証の配付について 

 （１）ＳＬ「大樹」各列車での記念乗車証配付について 

  ＳＬ「大樹」１号～６号の各列車に乗車いただいた「証」として、 

ＳＬ観光アテンダントが列車ごとに異なる「ＳＬ「大樹」３Ｄ記念乗車証」 

を車内で配付します。 

 ・期間 ２０１７年８月１０日（木）～ 

 （２）「ＳＬ「大樹」完全乗車キャンペーン」について 

  ＳＬ「大樹」の運転開始を記念し、異なるＳＬ列車（ＳＬ「大樹」１号～６号）の記念乗車証を集める

キャンペーンを実施し、異なる記念乗車証を複数集めていただくと、枚数に応じてＳＬ「大樹」のオリジ

ナルグッズをプレゼントします。 

 ・期間 ２０１７年８月１０日（木）～２０１８年８月９日（木） 

 ・プレゼント内容 ※プレゼントは変更になる場合があります。また、無くなり次第、終了となります。 

２列車賞（異なる記念乗車証２枚） 今市報徳二宮神社ＳＬ「大樹」御守 

 ４列車賞（異なる記念乗車証４枚） ＳＬ「大樹」乗車記念ピンバッジ 

 完全乗車賞（異なる記念乗車証６枚） 完全乗車証明書付 ＳＬ「大樹」完全乗車記念ブック 

 ・交換場所 下今市駅ＳＬ展示館・鬼怒川温泉駅ツーリストセンター・東武日光駅ツーリストセンター 

  ※プレゼントの交換時間等、詳しくは当社ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＳＬ「大樹」車内販売について 

 ＳＬ「大樹」への乗車記念としていただけるグッズを揃えています。 

 （１）オリジナルグッズ（一例） 

  ・レザーキーホルダー（車内販売限定） 各８００円（税込） 

  ＳＬ「大樹」のロゴが描かれたレザーキーホルダーです。 

  ※ベージュ・ブラックの２種あります。 

△２列車賞 

（今市報徳二宮神社ＳＬ「大樹」御守） 

△４列車賞 

（ＳＬ「大樹」乗車記念ピンバッジ） 

△完全乗車賞 

（完全乗車証明書付 

ＳＬ「大樹」完全乗車記念ブック） 

△ＳＬ「大樹」３Ｄ記念乗車証 



  ・プラバッジ２個セット ６００円（税込） 

  秩父鉄道のＳＬ「パレオエクスプレス」とＳＬ「大樹」の 

  コラボレーション商品です。 

 

  ・手ぬぐい（ＳＬ「大樹」） ７００円（税込） 

  黒の線画でＳＬ「大樹」の車両やヘッドマーク、 

  路線図が描かれています。 

 

 （２）アイス等 

  ・ＳＬ「大樹」黒いアイス 各３００円（税込） 

  栃木県産の大豆を使用したアイスです。色はいずれも黒ですが、 

  味は「ごま」「いちご」「バニラ」の３種あります。 

 

  ・ＳＬ石炭あられ（ＳＬ「大樹」） ６５０円（税込） 

  ＳＬに使用される石炭をイメージした真っ黒なあられです。 

  食用竹炭を使用しています。 

 

 

４ ＳＬ「大樹」車内記念撮影について 

 ＳＬ「大樹」の車内での思い出を記念にしていただけるよう、 

専門のカメラマンによる記念撮影を行います。 

オリジナルフォトフレームに入れて販売します。 

  

 

５ 下今市駅構内「転車台広場」「ＳＬ展示館」について 

 ２０１７年７月２３日（日）より下今市駅構内にＳＬを間近で見学できる「転車台広場」や、東武線にゆ

かりのあるＳＬの写真のほか、ＳＬの動く仕組みをわかりやすくイラスト等で紹介している「ＳＬ展示館」

をオープンします。「ＳＬ展示館」では、お客さまと地域を結ぶＳＬ観光アテンダントが館内のご案内を行い

ます。 

  ・営業、開館時間 

   ＳＬ運転日 ８：００～１９：００ 

   ＳＬ運転日以外 １０：００～１６：３０ 

   ※入場には、乗車券または下今市駅入場券が必要です。 

   ※なお、転車台広場は２０１７年８月９日（水）１０：００～８月１０日（木）１５：００まで閉鎖

となります。また、ＳＬ展示館は８月１０日（木）は１３時以降の営業・開館となります。 

   ※展示品の入替、および機器保守等により休館となる場合がございます。 

 

 （１）転車台広場について 

   下今市駅構内に新たに作られた跨線橋から転車台広場へ行くことができます。同広場は、線路、転車

台、下今市ＳＬ機関庫に面しているため、ＳＬ運転日には転車台を使用してのＳＬ関連車両の入換え作

業を間近に見ることができます。また、運転日以外には下今市ＳＬ機関庫内で点検・準備中のＳＬ「大

樹」をガラス越しに見学することができます。随所にレールや枕木を使ったレトロ感のある要素を取り

入れ、懐かしい雰囲気を味わっていただけるほか、夕方～夜にかけては各所をライトアップします。 

△記念撮影イメージ 



 （２）ＳＬ展示館について 

   新たに作られた跨線橋と直結しており、跨線橋部分からＳＬ復活運転プロジェクトの過程を紹介する

写真を展示しています。ＳＬ展示館は２階建てで、１階には休憩スペース、お客様用トイレ、２階には

展示室があります。展示室には、日光・鬼怒川エリアをモデルとしたジオラマを中心に、ＳＬの車体お

よび運転室の実物大写真、ＳＬの仕組み解説、東武線でかつて活躍していたＳＬの写真など、ＳＬファ

ンのみならず、初めてＳＬに触れる方にもＳＬの魅力を伝え、ファンになって頂けるように展示物を揃

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

６ 下今市駅構内の売店について 

２０１７年７月１５日（土）に、下今市駅の上りおよび下りホームに昭和レトロ感のある売店をオープン

し、駅弁やＳＬ「大樹」オリジナルグッズ等を販売しています。駅弁の一例は下記の通りです。 

（１）ＳＬ「大樹」 日光埋蔵金弁当     （２）ＳＬ「大樹」日光（ＨＩＭＩＴＳＵ）豚弁当 

１，３５０円（税込）           ９５０円（税込） 

ＳＬ「大樹」のコンセプトでもある将軍の持つ      日光名物の湯波のほか、レンコンで車輪を、玉子で 

印籠をイメージした器と石炭を投炭する         ＳＬ「大樹」のナンバープレートをイメージしています。 

スコップをイメージしたスプーンが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

（３）ＳＬ「大樹」懐かしの下今市立ち売り弁当 

   １，０００円（税込） 

２０１５年まで実際に販売されていた下今市名物の立ち売り 

駅弁を再現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

△転車台広場 △ＳＬ展示館 

△下今市駅構内売店 



※土休日のみの運転 

列車名
乗り換え列車

浅草・ＪＲ新宿方面から
乗り換え列車

東武日光方面から
下今市
発時刻

東武ワールド
スクウェア

発時刻

鬼怒川温泉
着時刻

SL「大樹」1号

（リバティけごん1号）・（リバティ会津101号）

浅草発 6:30→下今市着 8:11

(リバティけごん3号※)

浅草発 7:00→下今市着 8:46

(普通　新栃木行き)
東武日光発 8:31→下今市着 8:40

9:02 9:32 9:38

SL「大樹」3号

(スペーシアきぬがわ3号)

ＪＲ新宿発 10:31→下今市着 12:17

(リバティけごん17号）・（リバティ会津117号)

浅草発 11:00→下今市着 12:39

(普通　新栃木行き)
東武日光発 12:30→下今市着 12:38 13:00 13:30 13:36

SL「大樹」5号

(きぬ127号※)

浅草発 14:00→下今市着 15:39

(リバティけごん29号)・(リバティ会津129号)

浅草発 14:30→下今市着 16:09

(普通　新栃木行き)
東武日光発 16:00→下今市着 16:08 16:32 17:02 17:08

鬼怒川温泉行き（下り）

列車名
鬼怒川温泉

発時刻

東武ワールド
スクウェア

発時刻

下今市
着時刻

乗り換え列車
東武日光方面

乗り換え列車
浅草・ＪＲ新宿方面

SL「大樹」2号 11:08 11:13 11:41
（急行　東武日光行き）

下今市発 11:57→ 東武日光着 12:04

（けごん26号※）

下今市発 12:05→ 浅草着 13:45

(リバティけごん28号)・(リバティ会津128号)

下今市発 12:35→浅草着 14:15

SL「大樹」4号 14:35 14:41 15:09
（普通　東武日光行き）

下今市発 15:22→ 東武日光着 15:31

(スペーシアきぬがわ6号)

下今市発 15:28→ JR新宿着 17:19

(けごん36号)

下今市発 15:33→浅草着 17:15

SL「大樹」6号 18:09 18:15 18:43
（普通　東武日光行き）

下今市発 19:23→ 東武日光着 19:32

（きぬ146号）

下今市発 18:57→浅草着 20:45

(リバティけごん48号)・(リバティ会津148号)

下今市発 19:30→浅草着 21:15

下今市行き（上り）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 1 2 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11
13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18
20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25
27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30 29 30 31 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10
10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17
17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24
24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 31 25 26 27 28 25 26 27 28 29 30 31
31

８月 ９月 １０月 １１月

１２月 １月 ２月 ３月

＜参 考＞ 

蒸気機関車（ＳＬ）復活運転の計画概要について 
 

１ 運転概要について 

（１） 営 業 運 転 開 始 日  ２０１７年８月１０日（木） 

（２） 運 転 区 間  東武鬼怒川線 下今市～鬼怒川温泉間 １２．４kｍ 

（３） 停   車   駅  下今市・東武ワールドスクウェア（新駅）・鬼怒川温泉 

（４） ＳＬ座席指定料金  大人 ７５０円（税込）、小児 ３８０円（税込）※運転区間内一律料金 

               ※別途、乗車区間の運賃が必要です。※各運転日の１か月前から発売 

（５） ２０１７年度運転日  土休日を中心に９８日間運転予定 ※  赤色日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※運転日、運転内容は変更になる可能性があります。 

（６） 運 転 ダ イ ヤ  

午前から夕方にかけて様々な時間帯にＳＬを運転することで、周辺のテーマパークや世界遺産である日光の

社寺などと合わせ、日光・鬼怒川地区の周遊を楽しんでいただける設定としています。 

また、下今市駅を始発駅とするＳＬは、浅草駅や東京スカイツリータウン®の最寄駅である とうきょうスカ

イツリー駅を出発する新型特急「リバティ」等からの乗り換えが便利であり、当社最新の車両技術を感じてい

ただくとともに、昔ながらの蒸気を使って運転するＳＬにも乗車いただくことで、お客さまに「時空を超える

旅」を提供します。さらに、鬼怒川温泉駅を始発駅とするＳＬは、下今市駅で東武日光方面の列車や浅草方面

への特急列車にお乗り換えいただけ、日光方面への周遊や都内方面へも便利にご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２ 車両について 

鉄道産業文化遺産の保存・活用ならびに栃木・福島エリアの支援活性化という本事業の目的にご賛同いただい

た全国の鉄道会社からのご支援・ご協力を得て、かつてＳＬ運転に使われていた時代の車両を貸与・譲渡いた

だき、運転します。なお、ＳＬの借受および車掌車・客車の譲受は、車両等の産業文化遺産の保存実績のある

東武博物館が行い、ディーゼル機関車（ＤＬ）の譲受は東武鉄道が行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＬの編成予定図  ←進行方向 Ｓ Ｌ＋車掌車＋客車１＋客車２＋客車３＋Ｄ Ｌ 

 ※客車の座席定員数は、約２００席を予定。 

◆客車のリニューアルについて 

 ＪＲ四国から客車を譲り受けましたが、ＳＬ復活運転プロジェクトの目的の一つである「鉄道産業文化遺産

の保存・活用」を実現すべく、新製当時のデザインに極力近づけたリニューアル（座席シート・カーテン等）

を行い、お客さまに快適にご利用いただける車両としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆下今市～鬼怒川温泉間で運転するＳＬの列車名称 ＳＬ「大樹
たいじゅ

」について 

「大樹」は、世界遺産「日光の社寺」の一つである日光東照宮から連想される「将軍」の別称・尊称と言わ

れており、また、自立式電波塔として世界一の高さを誇る「東京スカイツリー®」を想起させることから、沿

線とともに力強く大きく育ってほしいとの思いを込めています。 

 

◆ＳＬのヘッドマークデザインについて 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 車号 両数 借受元・譲受元 

ＳＬ Ｃ１１－２０７（２０１６年８月１９日受入済） １両 ＪＲ北海道 

車掌車 
ヨ８６３４（２０１６年６月１１日受入済） １両 ＪＲ貨物 

ヨ８７０９（２０１６年６月２５日受入済） １両 ＪＲ西日本 

客 車 

スハフ１４－１、スハフ１４－５、オハフ１５－１、 

オハ１４－１、オロ１２－５、オロ１２－１０ 

（２０１６年１０月４日、５日受入済） 

６両 ＪＲ四国 

ＤＬ ＤＥ１０－１０９９（２０１６年１２月２３日受入済） １両 ＪＲ東日本 

ヘッドマークデザインについては、Ｃ１１形らしく３つの「動輪」を表

現したものに、「大樹」の文字を重ねました。 

３つの動輪は、今回のプロジェクトの目的が、①鉄道産業文化遺産の保

存と活用、②日光・鬼怒川エリアの活性化、③東北復興支援の一助 の３

つであることに加えて、日光・鬼怒川温泉・今市の３つのエリアが互いに

連動し、地域の回遊性が向上してほしいという想いや「大樹」の由来のひ

とつである「東京スカイツリー」の足元が三本柱であるといった意味を込

めています。 
△ＳＬ「大樹」 

ヘッドマークデザイン 

△ＳＬ運転で使用する客車 



３ 施設について 

（１）転車台 

   ＪＲ西日本が所有していた下記転車台を譲渡いただき、２０１７年３月に設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）南栗橋ＳＬ検修庫の新設 

   ２０１６年７月、ＳＬの各種検査を行う検修庫を南栗橋車両管区（埼玉県久喜市）に新設しました。 

 

（３）下今市駅舎改修および下今市ＳＬ機関庫の整備 

ＳＬの発着の拠点となる下今市駅は全面的に改修を行い、かつてＳＬが走っていた時代を彷彿とさせる

昭和レトロ感のある駅舎に２０１７年７月、生まれ変わりました。また、２０１７年３月に、ＳＬの日常

の点検等を行う下今市ＳＬ機関庫を新設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 検修および乗務要員養成について 

  検修および乗務要員の養成については、ＪＲ北海道、秩父鉄道、大井川鐵道、真岡鐵道に協力をいただき、      

教育・習熟訓練を進めています。 

 

５ 新制服の導入について 

  ＳＬ「大樹」の運転開始に合わせ、２０１７年８月１０日（木）より日光・鬼怒川地区限定で着用する新制服

を導入します。「昭和レトロ・ノスタルジー」を基本コンセプトとし、駅・車掌関係の従業員が着用する新制服

は、基本コンセプトに加え高級感をイメージさせる黒色や金色でデザイン、機関士等の従業員が着用する新制

服は、ＳＬ従事者の作業着として親しみのある「ナッパ服」をベースに、当社社紋を配することでオリジナリ

ティを表現、車両整備等の従業員が着用する新制服は、耐火性や動きやすさを重視したものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 旧設置場所 譲受元 設置場所 

長門市駅転車台 山口県 長門市 
ＪＲ西日本 

下今市駅（栃木県 日光市） 

三次駅転車台 広島県 三次市 鬼怒川温泉駅（栃木県 日光市） 

△下今市駅のリニューアル △下今市ＳＬ機関庫 

△下今市駅構内の転車台 △鬼怒川温泉駅構内の転車台  

△新制服（左から駅・車掌関係、機関士等、車両整備等従業員用） 


